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第第４４章章   ままととめめ   

 本技法開発では、新型コロナウイルス感染症の拡大、多様な働き方の広がりを背景に、

新しい就労支援ニーズに対応した支援技法として、テレワークにおける職場適応に求めら

れる基礎的な対応力を習得することを目的とした支援技法開発に取り組みました。  

 本技法は、クラウドなどのファイル共有サービスや ICT を使ってやりとりをすること
が、今やオフィスワークでは日常的に行われていることを踏まえて、対象者をテレワーク

での就職や復職を目指す者のみに限定せず、メールや Web 会議システムに関する知識付
与が必要な対象者などに、必要に応じて部分的に活用することを念頭に開発しました。各

支援機関において、対象者のニーズに合わせてプログラムを柔軟に活用いただければ幸い

です。  

今後においても、テレワークを取り巻く現状、企業・労働者のニーズ、及び ICT 技術
は日々発展し刻々と変わり、それに伴って、就労支援に求められる支援内容も変化するこ

とが想定されることから、本プログラムを一つの参考とし、各支援機関での実践を通し

て、新しい時代に即した就労支援の内容がより充実していくことを期待しております。 
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ウウ   就就職職活活動動のの方方向向性性のの整整理理・・検検討討   

 テレワークプログラムの個別相談において、「周囲の様子が分からないことへの不安」

「慣れるまでは直接相談できる環境下で仕事ができる方が安心」ということを E さんと振
り返りました。E さんは「入職初期は職場の雰囲気や仕事の進め方を直接把握できた方が
安心して働くことができる」と感じたことから、就職活動については出社勤務を中心とす

る働き方を検討することとしました。  
 このように、テレワークプログラムに取り組むことで、テレワークが自分に合っている

働き方か確認することができます。E さんはテレワークの経験がありましたが、テレワー
ク経験のない方にとっては特に実際に体験することで自己理解を深め、方向性を検討でき

る機会になると思われます。  
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